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ふぁびゅらすスペシャル 少子化のデータ 

Ⓒ2024sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

＜解説編＞ 

問1 正答 ４ 

A × 「令和 4 年版少子化社会対策白書」（内閣府）第 1 部「少子化対策の現状」第 1 章「少子化

をめぐる現状」（以下「白書」）（１）１「総人口と人口構造の推移」によると、「我が国の総人口は、

2021 年 10 月 1日時点で 1億 2,550 万人となっている。年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～

64 歳）、65 歳以上人口は、それぞれ 1,478 万人、7,450 万人、3,621 万人となっており、総人口に占

める割合は、それぞれ 11.8％、59.4％、28.9％となっている。」とされている。しかし「世界全域の

年少人口割合（国連推計）は、25.4％であるが、我が国の総人口に占める年少人口の割合は、11.9％

と世界的にみても小さくなっている。」とされている。 
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B 〇 「白書」（２）２「出生数、出生率の推移」によると、2020 年におけるわが国の合計特殊出

生率は 1.33、イタリアは 1.24 であり、イタリアより高い。 

 
 

C × 「白書」（３）３「婚姻・出産の状況」における 50 歳時の未婚割合の推移によると、2020 年

は男性 28.3％、女性 17.8％となっており、男性の 50 歳時の未婚率は、3割を超えていない。 
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D × 「白書」（４）４「結婚をめぐる意識等」によると、結婚に対する意識調査において、未婚

者（25～34 歳）に独身でいる理由を尋ねると、男女ともに「適当な相手にめぐり会わない」（男性：

45.3％、女性：51.2％）が最も多い結果となっている。 

 

 

 

問 2 正答 ５ 

A × 「令和 4年版少子化社会対策白書」第 1部「少子化対策の現状」第 1章「少子化をめぐる現

状」（５）５「出産・子育てをめぐる意識等」（以下「白書」）における「出産に対する意識」による

と、夫婦に尋ねた理想的な子供の数（平均理想子供数）は 1987 年から低下傾向にあり、2015 年は

2.32 人と、過去最低を更新している。また、夫婦が実際に持つつもりの子供の数（平均予定子供数）

も、過去最低である 2.01 人となっている。 
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B × 「白書」における「出産に対する意識」によると、予定子供数が理想子供数を下回る夫婦の

理想の子供数を持たない理由としては、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」（56.3％）が 2010

年の前回調査（60.4％）からは低下したものの最も多く、30～34 歳で 8割を超えている。次に多い

のが、「高年齢で生むのはいやだから」（39.8％）や「欲しいけれどもできないから」（23.5％）であ

り、それぞれ前回調査から上昇している。これらを年代別にみると、年代が高くなるほど、その割合

が高くなる傾向がみられ、40～49 歳ではそれぞれ、約 5割、約 3割となっている。 
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C × 「白書」における「女性の出産前後の就業継続割合は上昇」によると、末子の妊娠判明当時

に仕事を辞めた女性にその理由を尋ねたところ、正社員では、「仕事を続けたかったが、仕事と育児

の両立の難しさで辞めた」（30.2％）が最も多く、非正社員では、「家事・育児により時間を割くため

に辞めた」（29.7％）が特に多い。 
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D × 「白書」における「男性の家事・育児時間」によると、男性が子育てや家事に費やす時間の

推移をみると、2016 年における我が国の 6歳未満の子供を持つ夫の家事・育児関連時間は 1日当た

り 1時間 23 分となっており、年々増加しているものの、依然として妻の家事・育児関連時間（1日

当たり 7時間 34 分）より短い。 

 


